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わが国で鳥を“観る”ことが探鳥と名付けられて普及したのは昭和になってからですが、鳥

を‘詠が’ことは古事記、万葉の時代から現代まで脈々と続いています。和歌の長い歴史の中

の鳥を探鳥してみました。 

◇「あらたまの年行き返り春主たば 

まづ我が宿に驚は鳴け」 

年の初めにふさわしい一首を万韓に見つ

けました。作者は大伴家持b 万隷を代表す

る歌人です。この歌は厳密には立春を前に詠

まれたものですが、春の節目を迎えウグイス

を待つ心は正月も変わりないでしょう。 

初音を聴いて春を感じ、心ときめかすのは

いつの時代も同じようです。 

◇「うぐひすのはっ青は今日と我が言へば 

君は昨日といふぞくやはJ 
この‘L境、鳥見人なら誰でもわかると思い

ます。詠み人は良寛禅師。世俗を脱した良寛

サンでも・・・と微笑ましくなる歌です。 

ウグイスをもう1羽（首）、古今集から・・・ 

◇「雪のうちに春は来にけり督の 

こほれる涙し味やとくらむ」 

作者・藤原高子（たかいこ）は清和天皇の女

御で二条の后と呼ばれた絶世の美女。「こほれ

る涙」という表現が女性らしくロマンチック

な鷲の歌ですが、勅撰集に載った彼女の歌は

この一首のみ。歌よりも恋多き貴婦人として

知られ、とりわけ平安朝屈指のイケメン在原

業平との禁断の恋が有名です。スキャンダル

の結果、東下りをするハメとなった業平がた

どり着いた隅田川のほとりで詠んだ名作・・・ 

◇「名にt 負はばいざ言同はむ都鳥 

わが思ふ人はありやなtやと」 

この都鳥（みやこどり）は、ミヤコドリでは

なくユリカモメです。ユリカモメを都鳥と名

付けたのは前出の家持とされています。ミヤ  

コドリは今でこそ三番漸21りで通年観察され

るようになりましたが、かつてはさほど多く

観られる鳥ではなかったと思われるので、2 
種がはっきり識別さ才-vていたか否か、気にな

るところですが資料が乏しくて判りません。 

ユリカモメ（左）とミヤコドリ（右） 

往時、最も多く詠まれた鳥はホトトギスで

す。百人一首で広く知られている歌… 

◇「ほととぎす鳴きっる方をながむれば 

ただ有明の月ぞ残れる」 

後徳大寺左大臣藤原実定の千韓那反の歌

です。昔の人は何よりもホトトギスの声を尊

び、それも朝一番に聴くことを典雅なりとし

ていました。しかし、トケン類（現在はカッ

コウ科）は飛びながら鳴くため声を頼りにし

ても姿は見つけにくし、昔も今も変わらぬ探

鳥の苦労がしのばれる歌ではありません

カ、！ ? 
「和歌の鳥」に関しては、この人も欠かせ

ません。放浪の歌人、西行法師。 

新古今集に最多数採録され、桜の詠み人と

して有名です功g、鳥も多く詠んでいます。代

表的な名歌・・・ 



◇「‘sなき身にもあはれは知らォ（‘ナIj 

鴫主っ沢の秋のタ暮」 

この鴫がナニシギかは特定し難いのですが、 

歌にゆかりの地は神奈川県大磯です。昨年キ

ョクアジサシで話題になった照ケ崎海岸近く

の東海道沿いに西行庵と鴫立沢の歌碑があり

ます。照ケ崎海岸はアオバト観察のポイント

としても有名です。アオバト観察の途次、ぜ

ひお立ち寄りください。 

西行は全国を旅して鳥を詠んでいます。ナ

ント、伊良湖岬にも歩を印していました。 

◇「巣鷹渡る伊良湖が崎を疑ひて 

なほ木に帰る山帰りかな」 

劇鷹は若鳥、山帰りは成鳥を意味し、鷹の

渡りの様子を詠んだ歌です。伊良湖岬はこの

頃すでに鷹の渡りの名所として知られていた

ようです。 

西行の時代、架空の鳥も出ました。 

◇「さらぬだに世のはかなさを思ふ身に 

鶴（ぬえ）なきわたるあけぼのの空」 

鶴は夜な夜な不気味な声で鳴く怪獣し馴で、 

時の天皇を悩ませ遂に退治されたと伝えられ

ていますが、正体はトラツグミと考えられて

います。確かにヒィーヒィーと鳴く声は気味

悪くも聞こえますが、怪鳥扱いはかわいそう。 

この歌のようにはかなさの象徴としておきま

しよう。 

トラツグミ 

昔、鳥は観賞の対象だけではありませんで

した。鳥の薬効を詠んだ珍妙な歌・・・ 

◇「みみづくの骨は肱量（めれりの薬也 

くろやきにtて酒でのむ也」 

◇「みさごただ身には能なt骨をとり 

黒焼に（て骨接となる」 

いずれも江戸日粁tの「食物和歌本草」という

書にある歌です。鳥の骨は漢方では貴重な薬

剤なのでしょうが、それにしても肱量にみみ

づく、骨接ぎにみさごとは…誰が考えたの？ 

明治以降も、多くの歌人が鳥を詠んでいま

すが、なかでもこの一首・・一 

◇「白鳥（tらとり）は哀 tからずや空の青 

海のあをにも染まずただよふ」 

若「I-敵水の余りにも有名な歌です。この白

鳥はカモメとされています。ナニカモメかは

判りません。がEメの識別はたださえ難しい

ので、こだわるのはやめましょう。 

牧水の鳥の歌を拾い出してみて、彼が大変

優れたバーダーであったことが判りました！ 

◇「鶏（ひわ）めじろ燕山雀(ザ博がら）帰敏きり 

桜はいまだ同かざるなり」 

◇「ほととぎす樫鳥（かけす）ひよ鳥なきゃ沫ぬ 

峡同（はざま）の昼の郭公のこえ」 

彼の歌には、様々な種名の鳥が登場しまりニ

フィールドガイド等ない時代に、しっかり識

別していたのでしょうから大したものです。 

熱心な探鳥ぶりも歌からうかがえます。 

◇「きりぎtに頭（かtら）真青（まさお）き鳥居りて

待てども嘩かず浪にくぐれり」 

◇「藤蔓にとまれる小鳥なにの小鳥ぞ 

ちさくっぶらに向うむきにをり」 

微細に観察し、識別しようとしている姿勢

はまさにバーダーのかがみです。 

残念ながら牧水は昭歳で天逝。 6年後 

(1934年）、「探鳥」の名付け親でもある中西悟

堂が日本野鳥の会を創設しています。この稿

では割愛しますが悟堂も優れた鳥の歌を残し

ています。もし牧水が長生きしていたら、き

つと野鳥の会に参加して2人で鳥の歌を競い

合ったことだろうナ、と勝手な空想を楽しみ

ながら拙稿を終ります。 

（写真：編集部） 
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明けきしておめでとうございます 

日本野鳥の会埼玉 代表藤掛保司 

会員の皆々様、良い

お年をお迎えの事とお

慶び申し上げます。 

日本野鳥の会埼玉と

なりましてから2ケ月

を過ぎましたが、なじ

んで頂けましたでしよ

うカ、名称が変わりましても、新デザイン

の腕章、旗に基づき、探鳥会、観察会、小

中学校の総合的な学習の時間、公民館活動、 

地域の皆様方のご案内等々、心新たに今ま

でと変わりなく、ご協力を宜しくお願い申

し上げます。環境問題も時にふれ話題とな

っています。我々も野鳥観察を通してお役

に立ちたいと考えております。 

昨年から、日本野鳥の会埼玉の発案で「緊

急連絡カード」を探鳥会の受付時に、会員

や一般の方々に配布して大変喜ばれており

ます、また、日本野烏の会、全国90の団体

へも水平展開されております。 

今年もバードウォッチングを楽しみ、健

康で安全に過ごしたいとおもいます。皆様

方のご健康とご活躍を、心よりお祈り申し

上げます。 

ノガソに魅せられて 

榎本秀和（鴻巣市） 

11月のハンガリーの風景は、朝・昼・タ

を間わず、いつも斜光の中にある。東アジ

アでいうと樺太ほどの緯度にあたるこの国

では、この季節、太陽がそんなに高く昇る

ことがないのだ。 

私がこの国を訪れたいちばんの目的は、 

まずノガンを観察すること農長女を伴い、 

この国の東部、ホルトバージの地にノガン

の姿を求めたのである。 

プスタ いンガリアン・ステッフつ と呼

ばれる大平原を探し歩いてゆくと、地平線

のあたりにノガンらしき群れが目に入った。 

歩きに歩いて500mぐらいまで接近して、よ

うやくスコープにノガンの姿をはっきりと

捉える。もっと近くから見たし、 そう思っ

ても、すでに彼らは警戒している様子であ

る。少し飛んで、翼の上面のパターンを見

せてくれたのは幸いであった。驚かさない

ように遠回りに順光で見える側に回り込ん

で、ようやく納得ゆくまで観察することが

できた。大自然の中ではやはり自分の足に

頼るしかない。周囲をコミミズクが飛び、 

ノウサギが駆ける。ノガンは早と若子と思

われる 20数羽の一群であった。 

翌朝、今度はあっさりノガンを発見．や

はり 20数羽の群れだが、子早がはっきりわ

かる距離である。見られるときというのは

こういうものだな、とつくづく思う瞬間で

あった。 

さて、ノガンと聞いてすぐにその姿を思

い浮かべられる人は、もしかしたら少ない

かもしれない。しかし、私にとっては幼い

日から想い焦がれた憧れの野鳥なのだ。あ

れは東京オリンピックの前だから、たぶん 

1963年ごろ。亡父に買ってもらった野鳥図

鑑に見開きで「迷鳥」の頁があって、その

中に何とも愛矯のあるノガンの姿があった。 

何しろ空を飛ぶ鳥としては最大級の鳥であ

る。日本のどこかで出会う機会もあろうか

と日々を送るうちに、いつしか45年あまり

の歳月が流れてしまったというわけだ。 

その晩、トーカイのアスー（貴腐ワイの

を味わいながら、私は満ち足りた気分でフ

ィールドノートを記し終えていた。 

◇観察野鳥 マガン カリガネ ノゾイロガン ア

オガン ヒシクイ メジロガモ ツクシガモ 

（野生の）コプハクチョウ カタシロワシ セー 

カーハヤブサ（ハンガリーの国‘馴 クロり乃レ ク

マゲラなどキツツキ8種 モリフクロウ シラ

コバト（多い） ヒメモリバト オオモズ ノハ

ラツグミ ヤドリギツグミ ョーロッパコマド

リ アオガラ ニシツリスガラ キアオジ ハ

タホオジロ アオカワラヒワ ゴシキヒワ ズ

アオアトリ （真っ赤な）ウソ ニシコクマルガ

ラス ミヤマガラス ズキンガラス ワタリガ

ラス等々ノガンを含めて全部で75種 
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さいたま市緑区見沼氷川公園（案山子公園） 

◇9月14日午前7時頃、案山子公園東側の

サクラ並木周辺でツツドリ1羽、今季初認コ 

9月20日、21日、22日の午前中とタ方、盤

船祭和公園側のケヤキ、サクラ、エノキ、 

ミズキの混合樹林にコサメビタキ、エゾビ

タキの混群が逗留。昨年より10日ほど遅い 

（船木数樹う。 

さいたま市岩槻区長宮 ◇10月 7日、車を運

転中、上空を舞うサシバ1羽発見。車から

出て、じっくり確認（鈴木紀雄）。 

さいたま市岩槻区馬込 ◇10月10日、さいた

ま緑のトラスト7号地でオオルリ子若鳥1 

羽（菊川和男）。 

さいたま市緑区三室 ◇10月11日午前8時頃、 

見沼代用水西縁斜面林の市民病院裏周辺で

ミズキの実を採餌するキビタキ数羽を見る。 

今秋は斜面林におりて来るのが早い。芝川

右岸アシでノビタキ子を見る（船木数樹）。 

坂戸市浅羽ビオトープ ◇10月13日午前8時 

20分頃、ビオトープ内水路万葉橋下流右岸、 

河畔林の梢にエゾビタキ1羽。 8時35分、 

上空を飛翻するカケス1羽。 9時15分頃、 

駐車場上空をチョウゲンボウが飛翻する。 

そのすぐ下をセグロセキレイ1羽が飛ぶ 

（増尾隆）。 

さいたま市桜区秋ケ瀬公園 ◇10月13日、ピ

クニックの森とその付近の田んぼでチョウ

ゲンボウ、バッタらしきものを捕食してい

た。アカエリヒレアシシギ冬羽1羽、水面 

シロハラ（久保田忠資） 

をくるくる回りながら、忙しく噛を動かし

採餌する。コサギ、ダイサギ、クイナ、オ

オバン、ヒバリ、ノビタキ、モズ、カワセ

ミ、カケス、シジュウカラなど（陶山和良）。 

所沢市狭山湖 ◇10月14日午前、狭山湖に冬

鳥が到着していました。カンムリカイツブ

リ1羽、マガモ1羽、コガモ12羽、オナガ

ガモ4羽、キンクロハジロ2羽。どのカモ

も着水時はコガモの群れと合流し、その後

しばらくすると種ごとに分かれました 切、 

林茂・ますみ）。 

蓮田市蓮田 ◇10月14日午後8時、フクロウ

の声を聞く（本多己秀・久文子）。 

さいたま市岩槻区岩槻文化公園 ◇10月15日、 

エゾビタキ2羽、キビタキ早10羽ほど、カ

ケスなど 10月17日、キビタキ子1羽早 7 

羽、カケスなど。10月22日、シメ1羽、初

議オオタカ若鳥に力ラスがモビン久 10 

月24日、ウグイスとアオジの地鳴き。キビ

タキ早 8羽ほ＆ キビタキに混じってミズ

キの実にたかるムギマキ早タイプ発見。近

くにいたカメラマンに撮影してもらう。10 

月25日、キビタキ早 5羽、ムギマキ早タイ

プ1羽。アリスイが濯木上で「クイクイク

イ」と鳴く。遠くからも同様の声、縄張り

宣言？ 上空をサシバ3羽が舞い、西へ。 

更にチゴハヤブサ？2羽。10月26日、キビ

タキ早 3羽、ムギマキ早タイプ1羽、イカ

ルチドリ2羽、アリスイ1羽、アカゲラ早 

1羽な＆ 10月29日、ムギマキにカメラマ

ン30人以上いてビックリ。キビタキ早 2羽、 

シメ2羽。ホオジロの嚇り。ヒドリガモ30 

羽＋。ツミ幼鳥が、パタパタピューッとキ

ジバトのディスプレーフライトのように飛

んだ。11月1日、ムギマキがまだいる。ど

うも子若鳥のようだ。キビタキ早 2羽、ア

オジ、ジョウビタキ、アリスイなど。11月 

4日、ムギマキは渡去したらしい（鈴木紀

雄）0 ◇10月31日午後、ツグミ1羽、今季

初認。マヒワ16羽の群れ、カケス3羽＋。 

ムギマキは、午前中よく出ていたそうです 

（藤原寛治）。 

さいたま市桜区荒川総合運動公園周辺 ◇10 

月16日、ハヤブサ、チョウゲンボウ各1羽。 
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アマツバメ30羽土。グランドに人が多かっ

た為か、いつもはグランドにいるヒバリ十

数羽が田んぼにいて、高く舞い上がり嚇っ

ていた（長嶋宏之）。 

蓮田市黒浜 ◇10月18日、東埼玉病院でエゾ

ビタキ3羽、カケスな乙 10月29日、同所

でキビタキ子1羽。クロジの「チン、チン」 

の地鳴き。姿は一瞬だけ。11月4日、田ん

ぼでノビタキ1羽（鈴木紀雄）。 

戸田市彩湖 ◇10月19日、アジサシ若鳥4羽、 

カンムリカイツブリ冬羽1羽、コガモ、ハ

シビロガモ、キンクロハジロ、ホシハジロ、 

ヒドリガモ多数（海老原美夫）。 

さいたま市見沼区膝子 ◇10月20日、ノビタ

キ1羽。10月26日、電線にとまるカラス約 

50羽の群れをチェックしたらミヤマガラス 

3羽（鈴木紀雄）。 

狭山市入間川 ◇10月22日、ノビタキ（久保

田忠資）。 

吉見町大串 36. 0153N 139. 4242E ◇ 10月22 

日、ノゴマJの若鳥と思われる固体が今年

も飛来した。渡りの途中だったのだろう、 

23日にはいなくなっていた。他にノスリ、 

オオタカ、モズ、ハクセキレイ、ヒバリな

ど（長嶋宏之）。 

加須市中種足 ◇10月22日、タヒバリ 8羽の

群れ、今季初認クサシギ2羽（鈴木糸肱佳）。 

川島町小見野 ◇10月24日、ジョウビタキ今

季初認。第1回冬羽と思われる子I羽。背

面は濃褐色の幼羽が残り、頭が灰褐色で白

っぽくない個体（榎本秀和）。 

狭山市内の公園 ◇10月25日、クロツグミ子、 

10日間くらい滞在o 10月27日、クロツグミ

早。11月1日、キビタキ（久保田忠資）。 

伊奈町小針内宿 ◇10月22日、約200羽のカ

ラスの群れ中にミヤマガラス約30羽（鈴木

紀雄）。 

さいたま市桜区秋ケ瀬公園付近 ◇10月24日、 

今季初認のジョウビタキ子1羽。人が通り

かかるとすぐに飛び去り、その後付近を探

しても見つからない。まだ移動の途中で定

着していない（海老原美夫）。 

伊奈町小室 35. 9923N 139. 6381E ◇ 10月27 

日、ハシブトガラスとハシボソガラスの群 

れに混じって、ミヤマガラスが電線にとま

っていた。昨年と同じ日の初認だ。ミヤマ

ガラスを数えていたら、休耕田からスズメ

とカワラヒワが騒ぎながら飛び立った。こ

れを合図に鶴のカラスと屋敷林にいたカ

ラス100羽士がカラス柱を作って高く舞い

上がった。その中にミヤマガラスと思える

個体が20羽＋いた。見ると、上空をコミミ

ズクがカラスに追われて飛んでいた。その

後すぐ、オオタカとチョウゲンボウがカ

ラスにモビングされながら通過した。帰り

際、ハヤブサが何事もなかったかのように

飛び、遠くでノスリが輪を描いていた。こ

の間30分足らず。正にタカのオンパレード

だった（長嶋宏之）。 

滑川町武蔵丘陵森林公園 ◇10月29日、山田

大沼でコガモ90羽＋に混じってオナガガモ

子第1回冬羽が 1羽いた（長嶋宏之）。 

蓮田市笹山 ◇10月29日、ノビタキ2羽。11 

月4日、土起しされた畑にイカルチドリ4 

羽の小群（鈴木紀雄）。 

蓮田市西城沼公園周辺 ◇10月31日、ジョウ

ビタキJ。ツミが枯れ木の梢で休息。傍ら

をヒョドリが飛んでも知らん振り。11月1 

日、ツグミ3羽、今季初認（長嶋宏之）。 

渡良瀬遊水地 ◇11月2日、チュウヒ10羽ほ

ど、ハイイロチュウヒ早 3羽、ノスリ 5羽、 

チョウゲンボウ2羽、コチョウゲンボウ4 

羽、ミサゴ3羽など（鈴木紀雄）。 

春日部市大場 ◇11月5日午後4時26分、I日

春日部市立沼端小学校の東側学校林で校庭

の大きなポプラの木の樹冠から「クワッ、 

クワッ」の鳴き声が 2, 3声聞こえてきた。 

思わずママチャリを止め目視していると、 

樹冠辺りからツグミ1羽がー声鳴いて飛び

立ち、南東の空に飛び去った。今季初認。 

付近には、セグロセキレイ3-4羽、電線

に止まっていた（石川敏男）。 

表紙の写真 

スズメ目ウグイス科キクイタダキ属キクイタ

ダキ 小さい上によく動いていましたが、幸

運にも撮ることができました。 

鵜飼喜雄（深谷市） 
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「要予約」と記載してあるもの以外、予約申し込

みの必要はありません。初めての方も、青い腕章の

担当者に遠慮なく声をおかけください。私たちもあ

なたを探していますので、ご心配なく。 

参加費：就学前の子無料、会員と小中学生 50 

円、 般 100 円。 持ち物：筆記用具、雨具、昼

食、ゴミ袋、持っていれば双眼鏡などの観察用具も 

（なくても大丈夫）。 解散時刻】特に記載のない場

合、正午から午後1時ごろ。 

悪天候の場合は中止。小雨決行です。 

できるだけ電車バスなどの公共交通機関を使っ

て、集合場所までお出かけください。 アオサギ（ブリングマン・ウイリアム） 

   

さいたま市・さぎ山記念公園探鳥会 

期日】1月4日（火） 

集合【午前 10時 00 分、さぎ山記念公園入口。 

交通】大宮駅東口⑦番バス乗り場 9:27発浦 

和学院高校行き、または東浦和駅9:25発さ 

いたま東営業所行きで「さぎ山記念公園」 

下車。駐車場はありますが飲酒運転厳禁。 

担当】海老原、楠見、工藤 

見どころ】新年の挨拶を交わして初探鳥会。 

昼ごろからはいつもの野外懇親会を予定し

ています。酒類、食べ物ご持参歓迎。敷物

も各自ご用意ください。 

滑川町・武蔵丘陵森林公園探鳥会 

期日 1月7日（金） 

集合：午前 9時 30分、森林公園南口前。 

交通：東武東上線森林公園駅から、立正大学 

行き 9:10発バスで「滑川中学」ド車。ひと 

つ手前の「森林公園南入口」は通過です。 

費用】入園料 400 円（子供 80 円） 

担当】藤掛、大坂、兼元、杉原、高橋（ふ）、 

高橋（優）、中村（豊）、林、藤津 

見どころ：疎林地帯を抜けて山田大沼まで歩

き、ルリビタキなど冬の小鳥を探します。 

ふなばし三番瀬海浜公園探鳥会 

期日】1月8日（土） 

集合】午前 9時 30分、JR総武線船橋駅改札

口付近。集合後京成バス 9:40 発船橋海浜公

園行きにて終点下車。または、午前 10 時船 

橋海浜公園バス停。 

担当：杉本、佐久間、菱沼（一）、斎藤、 

高橋（優）、和田 

見どころ】ふなばし三番瀬海浜公園の前の海

が「三番瀬」です。首都圏では鳥の数が一

番多い場所で、干潟のシギ・チドリ、海のカ

モ類、タカ類など名物に不自由はしません。 

松伏町・まつぶし緑の丘公園探鳥会 

期日【 1月8日（土） 

集合】午前9時10分、松伏町まつぶし緑の丘

公園管理棟前。 

交通】東武伊勢崎線せんげん台駅東口から、 

茨城急行バス松伏町役場行き 8:47発で、 

「まつぶし緑の丘公園」下車。 

担当：橋口、田逸、吉岡、榎本（建）、植平、 

野村（弘）、野村（修）、小林（善）、森下、進士、 

佐野、佐藤 

後援】まつぶし緑の丘公園管理事務所

見どころ：公園の池のカモ、数は多くはない

ですが 7-8種観察できます。近くの屋敷

林を巡り冬の小鳥やシラコバトを探します。 

熊谷市・大麻生定例探鳥会 

期日：1月9日（日） 

集合【午前9時 30分、秩父鉄道大麻生駅前。 

交通】秩父鉄道熊谷9:09発、または寄居 

8 :49 発に乗車。 

担当】後藤、森本、中里、倉崎、高橋（ふ）、 

藤田（裕）、栗原、飛田、新井（巌）、千島、 

鵜飼 
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見どころ：一段と寒い中、当地で越冬中の冬

鳥たちをじつくりと観察します。 

戸田市・彩湖探鳥会 

期日】1月9日（日） 

集合：午前9時10分、彩湖道満グリーンパー 

ク中央駐車場。 

交通『埼京線武蔵浦和駅東ロ②番バス乗り場

から、下笹目行き 8:41発で「彩湖道満グリ 

ーンパーク入口」下車。直前の交差点まで

戻り、左折して土手を越える。 

担当】倉林、藤掛、松村、有馬、赤坂、新部、 

赤堀、馬場、野口（修）、大井 

見どころ：今年も西岸を歩きます。メインは

水鳥ですが、ベニマシコ、アリスイ、タカ

類などなども期待しましょう。 

春日部市豆内牧公園探鳥会 

期日】1月 10日（月・祝） 

集合：午前 9時15分、アスレチック公園前駐

車場。 

交通】東武伊勢崎線春日部駅西口朝日バス③

番から、国民年金春日部ェミナース行き 

8:41発で「共栄大学・短大前」下車。西へ徒

歩約7分。 

担当】石川、吉安、橋口、新井（良）、吉岡（明） 

野村（弘）、野村（修）、進士、佐藤 

見どころ：2010年はアカハラとツグミのツー 

ショット。09年ルリビタキ、07年ミヤマガ

ラス・・・・。屋敷林や雑木林、田んぼを巡り

ながら観察します。頭上のタカ類にも注意。 

茨城県・菅生沼探鳥会 

期日】1月 15 日（土） 

集合：午前8時50分、東武野田線野田市駅前、 

または午前9時 40分、茨城自然博物館出口

ゲート前0 

交通】東武野田線大宮7:58→春日部 8 : 21-* 

野田市 8 :49 着。集合後茨城急行バス岩井車

庫行き 3:55 発で「自然博物館入口」下車（大

人 410 円）。徒歩約 15分。 

費用】野外施設のみ入館料200 円、本館・野

外施設入館料 520 円が必要です。 

解散】現地にて午後 1時ころ。 

担当】入山、石川、吉原（俊）、内藤、植平、 

佐野 

見どころ】久しぶりの菅生沼探鳥会。茨城県

自然博物館の野外施設を中心に冬鳥たちや、 

沼の橋からコハクチョウやカモ類、アシ原

の上を飛ぶ猛禽類を観察します。 

さいたま市・三室地区定例探鳥会 

期日】1月 16日（日） 

集合】午前8時15分、京浜東北線北浦和駅東

口、集合後バスで現地へ。または午前 9時、 

さいたま市立浦和博物館前。 

後援】さいたま市立浦和博物館 

担当】楠見、青木,新部、渡辺、若林、小菅、 

赤堀、増田、宇野津、須崎、船木、畠山、 

柴野 

見どころ】三室の探鳥会は来月に 300回の記

念日を迎えます。今回は大道橋以北芝川上

流へ向かいます。ョシガモなどが待ってい

ます。 

加須市・渡良瀬遊水地探鳥会 

期日】1月16日（日） 

集合】午前8時 10分、東武日光線柳生駅前。 

または午前8時 30分、中央ェントランス駐

車場。 

交通】東武日光線新越谷 7:21→春日部 7:36 

→栗橋 7:56→柳生 8:06着。または JR宇都

宮線大宮 7:03→栗橋 7:38着で、東武日光

線乗り換え。 

解散】正午ころ、谷中村史跡ゾーン広場。 

担当】内田、玉井、田選、四分一、中里、 

植平、山田（東）、茂木、進士、野口（修）、 

佐藤、佐野 

見どころ：谷中湖のカモやカイツブリの仲間

たち。定番、浮島の上を飛ぶチュウヒは何

度見てもいいですね。ノスリ、ミサゴ、ハ

ヤブサが姿を見せてくれれば言うことなし。 

久喜市・久喜菖蒲公園探鳥会 

期日】1月 22 日（土） 

集合】午前9時 30 分、久喜菖蒲公園駐車場。 

交通】JR宇都宮線白岡駅西口から、8:32発朝

日バス菖蒲仲橋行きで「除堀（よけぼり）」 
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下車、徒歩約 15分。バス停からご案内しま

す。 

担当】長嶋、内田、大坂、長野、植平、佐野、 

佐藤、竹山 

見どころ：初心者大歓迎。「野鳥観察はカモの

識別から・・・・」。たくさんのカモたちが図鑑

通りの姿や顔でお待ちしています。 

『しらこばと』袋づめの会 

とき】1月 22日（土）午後3時～4時ころ

会場】会事務局 108 号室 

狭山市・入間川定例探鳥会 

期日】1月 23日（日） 

集合】午前9時、西武新宿線狭山市駅西口。 

交通】西武新宿線本川越 8:44発、所沢 8:39 

発に乗車。 

担当】長谷部、藤掛、高草木、中村（祐）、星、 

山本（真）、久保田、石光、山口、水谷 

見どころ：水辺の青い鳥、林の青い鳥を探し

ます。地鳴きや鳥たちのたてる小さな音を

頼りに丹念に探せば、たくさんの冬鳥たち

に出会えます。 

蓮田市・黒浜沼探鳥会 

期日：1月 23日（日） 

集合】午前8時 40 分、JR宇都宮線蓮田駅東

口バス停前。 

担当】田中、玉井、赤坂、長野、青木、 

菱沼（一）、吉安、榎本（建）、長嶋 

見どころ】ホオジロ科の4種（オオジュリン、 

ホオジロ、カシラダカ、アオジ）をはじめ、 

沼では力ワセミが待っています。空にはオ

オタカ、チョウゲンボウが・・・・。 

長瀞町・長瀞探鳥会 

期日 1月 23 日（日） 

集合】午前 9時 20 分、秩父鉄道長瀞駅前。 

交通】秩父鉄道熊谷3:00→寄居8:28→長瀞 

8:47 着、または所沢 7:28発西武秩父・御 

花畑乗換え長瀞9:19 着に乗車。 

解散：昼ごろ高砂橋付近の弁天様、 トイレあ

り。 

担当】井上、佐久間、小池（一）、小池（順）、 

青山、堀口、大津、鵜飼、岡田 

見どころ：荒川の河原を冬鳥はもちろん、長

瀞の冬景色も楽しみながら歩きます。足捨

えと防寒はしっかりと。 

羽生市・羽生水郷公園探鳥会 

期日 1月 27日（木） 

集合：午前 9時、羽生水郷公園第一駐車場。 

交通】東武伊勢崎線羽生駅東口から、8:05発 

羽生市営バス（ムジナもん号）に乗車で、 

「羽生水郷公園・キヤッセ羽生」下車。 

担当】中里、新井（巌）、栗原、四分一、植平、 

飛田、竹山 

見どころ】遠くに雪化粧の日光連山を望む、 

入影も少ない静かな公園です。池やアシ原、 

枝かげに鳥たちの賑わいがあります。連山

をバックにタカ類の飛朔も期待します。 

ご注意】帰りのバスは 14:51発です。 

茨城県・平潟港探鳥会（要予約） 

期日】1月 29日（土）~1月 30日（日） 

集合】午前7時 30 分、JR大宮駅西口ソニッ

ク大ホール前広場。 

交通】全行程貸し切りバスを利用。 

帰着】30 日午後 5時ころを予定。 

費用：30, 000 円の予定（1泊3食、バス代、 

高速料、保険料など）。過不足の場合は当日

精算。なお 29 日は昼食持参のこと。 

定員：30 名（埼玉会員限定、先着順、最少催

行人員 16名）。 

申込み】往復はがきに住所、氏名、年齢（保険

加入で必要）、電話番号、喫煙の有無を明記

して、橋口長和 

まで。12 月 27 日以降の消

印を有効受付とします。 

担当【橋口、榎本（秀）、田遇、玉井 

見どころ：茨城の大竹海岸でアビを探しなが

ら海沿いを北上、洞沼ではカイツブリ、カ

モなど。平潟の宿ではアンコウ鍋と温泉を

堪能。翌日は福島県の漁港を巡り、カモメ

類、クロガモなどの海鳥を探します。 

ご注意】宿泊は男女別の相部屋です。個室の

用意は出来ません。 
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、 

9月26日（日） タカの渡り調査 

ボランティア】23名 	
ノ 

石光章、伊藤幸子、大竹邦夫、加藤重夫、金井祐

二、倉暗哲郎、後藤康夫、小貫とみ子、小貫正徳、 

佐久間博文、柴田和見、志村敏雄、杉原みつ江、 

鈴木敬、田島利夫、千島康幸、冨田美邦、中村豊

己、中村容子、野口修、藤津洋子、山田東二、山

田良子◇中間平緑地公園と天覧山で実施されたが、 

物見山は天候不良で中止になった。 

9月26日（日） 狭山市 入間川 

参加】33名 天気】U青 

カイツブリ ダイサギ コサギ カルガモ トビ

イカルチドリ イソシギ キジバト ヒメアマツ

バメ カワセミ アオゲラ コゲラ ハクセキレ

イ セグロセキレイ ヒョドリ モズ ヤマガラ

シジュウカラ メジロ ホオジロ カワラヒワ

スズメ ムクドリ ハシボソガラス ハシブトガ

ラス（25種）（番外：ガビチョウ、ドバト）今回は、 

アオゲラ1羽でかなり満足度が上がった感じがす

る。稲荷山公園に着くまでは、鳥の数も種類も少

なめで何となく物足らない感じだったが、アオゲ

ラの登場で不満解消。最初よりも最後のほうに大

物が来たほうがいいねり 

10月3日（日） さいたま市 民家園周辺 

参加】53名 天気】晴時々曇 
ノ 

カイツブリ ダイサギ アオサギ カルガモ オ

オタカ サシバ ノスリ チョウゲンボウ キジ

コチドリ イソシギ キジバト カワセミ コゲ

ラ ツバメ ハクセキレイ ヒョドリ モズ ノ

ビタキ シジュウカラ スズメ ムクドリ カケ

ス オナガ ハシボソガラス ハシブトガラス 

(26種）（番外】ドバト）汗ばむぐらいの秋晴れと

なった。あちらこちらからモズの高鳴きが聞こえ

る中出発。早々にサシバの群れが現れて盛りあが

った。その後もノビタキやカケスを観察。夏鳥の

コチドリ・ツバメも現れて、秋らしい探鳥会とな 

ったn 	 （須崎 聡）  

10月10日（日） 熊谷市 大麻生 

参加】10名 天気】U青 

カイツブリ カワウ ダイサギ アオサギ カル

ガモ コガモ オナガガモ ミサゴ トビ オオ

タカ ノスリ キジバト コゲラ ヒバリ イワ

ツバメ キセキレイ セグロセキレイ ヒョドリ

モズ ノビタキ エゾビタキ シジュウカラ メ

ジロ ホオジロ カワラヒワ スズメ ムクドリ

カケス ハシボソガラス ハシブトガラス（30種） 

（番外】ガビチョウ）朝方まで雨だったが天候も

回復。旧押切橋へ向かう。上手に出てすぐエゾビ

タキが出現。途中、樹上にオオタカ、上空にはノ

スリ、トビ、ミサえ 河原の草地ではノビタキも

姿を見せてくれた。カモ類はまだ少なく、カルガ

モ、コガモ、オナガガモが数羽。少人数で皆さん

ゆっくり観察できたのでは 

/10月16日（土） 『しらこばと』袋づめの会、 

ボランティア】12名 	 ノ 

新井浩、榎本秀和、海老原教子、海老原美夫、大

坂幸男、柴野耕一郎、志村佐治、武井暁嗣、藤掛

保司、増尾隆、松村禎夫、吉原早苗 

10月打日（日） 浦和市 三室地区 
	、 

参加】70名 天気】日青 	 ノ 

カイツブリ カワウ ゴイサギ ダイサギ コサ

ギ カルガモ コガモ オオタカ チョウゲンボ

ウ キジ イソシギ キジバト ツツドリ コゲ

ラ ヒバリ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒ

ョドリ モズ ノビタキ オオョシキリ シジュ

ウカラ メジロ ホオジロ カワラヒワ スズメ

ムクドリ ハシボソガラス ハシブトガラス（29 

種）（番外】ドバト）暑い夏もようやく終わり、秋

の気配がおとずれてきた。ツバメやオオョシキリ

も姿を消し、ヒョドリが戻ってきてその数が増え

たようだ。また、モズの高鳴きがあちらこちらで

聞こえる。しかし10月の探鳥会といえばやはりノ

ビタキ。皆の期待通りに出現。全員がじっくり観

察できた。またツツドリも現れ、見ることのでき

た参加者は大喜び。異常気象が続いているが鳥達

は元気に活動している。いつまでもこの鳥達と会

える見沼田圃であってほしいものだ。（青木正俊） 

10月23日（土） 加須市 渡良瀬遊水地 

参加】43名 天気】U青 	 ノ 
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カイツブリ カンムリカイツブリ カワウ ダイ

サギ アオサギ コハクチョウ マガモ カルガ

モ コガモ ヒドリガモ オナガガモ ハシビロ

ガモ ホシハジロ スズガモ ミサゴ トビ ノ

スリ チュウヒ ハヤブサ キジ オオバン タ

ゲリ ユリがモメ セグロがEメ キジバト ヒ

バリ ハクセキレイ ヒョドリ モズ ジョウビ

タキ ウグイス シジュウカラ ホオジロ オオ

ジュリン カワラヒワ スズメ ムクドリ カケ

ス ミヤマガラス ハシボソガラス ハシブトガ

ラス（41種）（番外：ドバト）下宮橋を渡り谷中湖

を覗くと、数は少ないがカモの仲間はそこそこ入

っていた。中ノ島の観察台付近でチュウヒとミサ

ゴを見る。歩き始めると上空にコハクチョウが 2 
羽、遊水地では珍しく、皆歓声を上げる。遠くに

はカンムリカイツブリも参上していた。途中、栃

木県支部から「タゲリが行くよ。」と連絡が有り、 

程なく4羽がやって来た。今回もハヤブサは健在、 

ジックリ観察できた。小鳥類はちょっと少ないが

ヒッ、ヒッ、と1年ぶりの聞きなれた声。鳥合わ 

せ後ラムサール関係の報告。 	（内田孝男） 

/10月23-24日（土～日） 長野県 戸隠高原、 

参加】27名 天気】23＝晴、24＝曇 	ノ 

オシドリ カルガモ ノスリ オオバン キジバ

ト アオバト アカゲラ コゲラ ハクセキレイ

セグロセキレイ ヒョドリ モズ ミソサザイ

ジョウビタキ アカハラ シロハラ マミチャジ

ナイ ツグミ（ハチジョウツグミ） ウグイス

センダイムシクイ キクイタダキ ムギマキ サ

メビタキ エゾビタキ ェナガ コガラ ヒガラ

ヤマガラ シジュウカラ ゴジュウカラ キバシ

リ ホオジロ カシラダカ アオジ カワラヒワ

マヒワ イカル スズメ カケス ハシボソガラ

ス ハシブトガラス（41種）さわやかな秋空が広

がり、非常に気持ちの良い戸隠であった。ただ、 

例年と異なり、パワースポット＋吉永小百合効果

で奥社参道が非常に混雑しているようであった。 

幸い植物園内は人も多くなく安心した。早速、全

員で集合写真を撮影。まず鏡池へのルートを進む。 

例年よりも紅葉が遅く、鳥の姿も少ない。鏡池で

昼食。さすがに紅葉は締麗で、遠くにオシドリが

いた。ムギマキをさがしつつ随神門へ向かう。奥

社への参道はすごい人出で目を疑うほどである。 

参道先のツルマサキで念願のムギマキにご対面。 

その後、いつものツルマサキで結麗な雄も見るこ

とができた。翌朝は、もうひとつのお目当てのマ

ミチャジナイを探すが、植物園では見つけられな

かった。キャンプ場に移動後、ツグミの群れの中

に見つけ、無事全員で確認。ハチジョウツグミも

中にいて、思わぬおまけに大満足。 （菱沼一充） 

10月24日（日） 川越市 西川越 

参加】39名 天気【曇 	ノ 

カイツブリ カワウ ダイサギ コサギ アオサ

ギ マガモ カルガモ コガモ ヒドリガモ ハ

イタカ キジ イカルチドリ コアオアシシギ

タシギ キジバト カワセミ コゲラ ヒバリ

キセキレイ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒ

ョドリ モズ シジュウカラ メジロ ホオジロ

カワラヒワ スズメ ムクドリ ハシボソガラス

ハシブトガラス（31種）（番外】ドバト）秋の訪れ

が夏の猛暑のせいか遅れているようで、鳥の飛来

も遅れているようだったが、探鳥会を始めてみる

と、まず公園の池でカワセミ、ハイタカ、カモ類、 

入間川に行くと、シギ、チドリ、サギが出た。コ

アオアシシギはここでは初めてで、越冬してくれ 

るか今後が楽しみ。 	 （佐久間博文） 

10月30-31日（土～日） 宮城県 伊豆沼 

最少催行人数に達せず中止。 	（榎本秀和） 

/10月31日（日） 行田市 さきたま古墳公園、 

参加：30名 天気】曇 

カワウ アオサギ マガモ カルガモ コガモ

コジュケイ キジ バン オオバン キジバト

ツツドリ ヒバリ キセキレイ ハクセキレイ

セグロセキレイ ヒョドリ モズ ジョウビタキ

ツグミ ウグイス シジュウカラ メジロ カワ

ラヒワ シメ スズメ ムクドリ カケス ハシ

ボソガラス ハシブトガラス（29種）（番外】ドバ

ト）最初は、めずらしくもキセキレイ 3羽。カケ

スがなにを食べているのかと見ていると、ツツド

リがいるとの声。全員がツツドリを見ることがで

きた。なんと杭の上におとなしく留まっているの

である。浅間神社の森を出たところで、ジョウビ

タキのお出迎え。出てくれてひと安,叫鳥合せ場

所ではシメが高枝のてっぺんに出た。これが本当

のシメくくりの鳥合せなどと言いながら始めたら、 

キジの一声のおまけが付いた。 （内藤義雄） 
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●コホオア力 

分類 スズメ目ホオジロ科ホオジロ属 

英名 Little Bunting 

学名 Emberiza pusilla 

本年10月25 日（月）午後4時頃、さいたま市桜区

秋ケ瀬公園近くで、岡田典夫さん（さいたま市・会

員）が撮影しました。「写真奥のノビタキを撮影して

いてその前にとまった鳥に気づき、ホオアカと思

いデジスコ撮影。後日写真を見た人からコホオア

カだと指摘された」とのこと。 

本種は県内で写真撮影された確認記録として 

1993年12月 31日戸田市道満（現在の彩湖付近） 

と2002年2月17 日深谷市高島の2例があり、今回

は3例目の確認記録です。ほかに、1982 年 11月

朝霞市内などの観察記録もあります。 

r 連絡帳 

●財団（本部）、公益財団法人への移行に遅れ 

11月 30 日付け文書によれば、昨年9月中に書

類をまとめ10月に申請を行ったが、年明け以降の

認定にずれ込む可能陛も少なくなく、決算の都合

から4月1日登記となる場合もあり得るとのこと。当

会（埼玉）はすでに昨年 11月1日付けで名称変更

し、銀行口座名義の変更などもすませました。 

●新しい腕章と集合旗で探鳥会 

新しい「日本野鳥の会埼玉」の腕章と集合旗が  

各地の探鳥会で活躍を始めました。写真は 11 月 

14 日（日）熊谷市大麻生探鳥会です。 

●普及活動 

11月19 日（金）さいたま市立大原中学校1学年

総合的な学習の時間「地域を知る・見沼の歴史」 

の体験学習で、楠見邦博・新部泰治・若林正徳・

船木数樹が探鳥の指導をしました。 

●会員数は 

12月1日現在2, 043 人です。 

活動と予定 

11月13日（土）12月号校正（海老原美夫・大坂幸

男・長嶋宏之・藤掛保司・山田義郎）。 

11月21日（日）役員会（司会】長野誠治、各部の報

告・緊急連絡カード増刷・その他）。 

11月22日（月）「支部報だけの会員」に向け12月号

を発送（倉林宗太郎）。 

Si月の予定 

1月 8 日（土）編集部・普及部・研究部会。 

1月15日（土） 2月号校正（午後4時から）。 

1月16日（日）役員会（午後4時から）。 

1月22日（土）袋づめの会（午後3時から）。 

編集後記 

シンポジウム『生きもの地図を未来へ～浜口哲

一さんの足跡と、これからの道～』に参加した。 

400名以上の人々が、6名の講演者の話にーつー 

つ領きながら聞き入っていた。その姿に浜口さん

のお人柄がひしひしと伝わってくるシンポジウム

だった。「トコロジストはアマチュア最高の楽しみ」 

「市民参加調査の意義」には、自分もそうありたい

と強く賛同できた（部）。 
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